平成29年度第2回富山地域医療推進対策協議会、富山地域医療構想調整会議および
第1回医療と介護の協議の場　議事要旨
開催日時
平成29年10月27日（金）19:30～21:00
開催場所
県民会館611号会議室
議事要旨
１　開会
２　挨拶（（事務局））
３　議題１～３について説明
４　質疑応答
５　閉会の挨拶（中部厚生センター所長）

【質疑応答】
１　地域医療構想の推進について
（委　員）公的医療機関等2025プランを聞いて、公的病院が非常に頑張っていて、地域医療や先進的医療を頑張って行くということを理解した。
この会議では「公的医療機関等2025プラン」を検証しながら、これからの地域包括ケアシステムや病床機能等を検討していく議論の場だと思う。
それぞれの病院が、同じ方向に向かって同じことをしていてはだめだということを少し認識しながら、財務的なことも考えていかなければいけないのではないか。
公的病院でなければいけないのは、特定機能病院だけで、あとは民間の病院でもできる。
通常の病院運営の中で、赤字を出している部分に、政策医療の名のもとに、他会計からの繰入をつぎ込むというのは、民間病院の立場からいかがなものかと思う。
全国でも病院の８割は民間病院である。富山県でも、病床数は半々だが７５％は民間病院である。
公的病院では政策的医療や急性期等の最前線のところをもっと推進してほしい。
全国的にも、まず民間病院が半分あるのだから、ここにもう少し在宅機能も含めていろいろな回復機能を行うよう指示し、それが無理ならば公的病院でという考えにすべきではないか。
これからの地域医療をどう支えていくかということを、もっと財政的なことも踏まえて、公と民の役割を考えて行く必要があるのではないかと思う。
「公的病院は赤字でもいい。倒産しないから引き受けるのだ。」という話ではなくて、民間病院でもできるところはあるし、やる必要もある。そういったことを全体で話す場を作ってもらえないものかと思う。
それぞれの公的病院は本当にがんばっていると思うけれども、政策としてこれからの医療行政をどう考えて行くのかという、もう１段上の事を考えてもらいたい。
介護医療もまだわからない部分が多いので、転換意向もさらに変化していくかもしれないが、もっと全体を見て、バランスを取っていく必要があるのではないかと思う。
民間病院も必ずしも医療系病院ではなくなってしまうという方向ばかりではないし、医療ベッドではない介護医療院等になるにしても、老健施設あるいは在宅の部分が今後増えると言われているが、そこのバランスを、民間病院も入れて考えてもらいたい。
（委　員）公的病院の果たす役割については、どうしても必要なもの、特定機能病院を除けば、必ずしも公的病院に限定する必要がないと思われる。
それぞれの公的病院が回復機能病床等を充実させていけば、民間病院とのすり合わせも必要となることもあると思う。
２　医療と介護の体制整備について
（委　員）高度医療と地域医療に分かれることは助かる。今は、どちらにも対応しているので大変である。
（委　員） 介護病床を転換していくという話になるが、具体的な基準がまだ決まっていない。
（委　員） 介護医療院については、診療報酬、施設基準がまだ決まっていないので、この数字（病床転換先未定）に表れている。おそらく、未定のほとんどは、介護医療院に移っていくのではないか。その判断は各医療機関にまかされている。流れとしてはある程度、国の方針が決まれば、32年度までには決まるのではないかと思っている。
（委　員）確かに基準が出てきていないので、具体的な案を出すことはできないと思う、また今後の
検討に委ねたい。
３　地域医療計画の見直しについて
（委　員）急性期医療については、圏域もコンパクトであるため、急性期病院でほぼ賄える状況である。今後もほぼ問題はないのではないか。
　　　   一方で、生活習慣病は、まだまだ対応していかなければいけない。特に糖尿病対策については他の医療圏に比べて、富山医療圏が特定健診の受診率が悪いとか、糖尿病重症化予防についても少し遅れている感じがする。このあたりは、ほかの専門職も含めて課題と思っている。ほかは、だいたい進んでいると思っている。
（委　員）糖尿病対策についてその責任の半分は医師会が関わっており、重症化予防についても、医師会が積極的に関わって行きたい。
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